
（別紙様式） （Ａ３判横）
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番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

１
主体的な学びに取
り組む生徒を育成
する。

①

②

ＩＣＴ環境を最大限に
活用し興味・関心を高
める授業を実践する。

生徒の学習意欲を高め
るために、観点別評価
規準や学習評価計画を
作成し、評価段階の基
準を明確にする。

①

②

③

④

①

②

③

④

Ａ

・クロームブックを始めとするＩＣＴ
環境の活用については、教職員全員が
取り組むことができるように研修会等
を充実して先進的な授業を続けてほし
い。
・評価指標において定量的に測る指標
を検討して評価指標とすると、結果が
分かりやすくなるので、取り入れてほ
しい。
・生徒や保護者のアンケートを真摯に
受け止め、南稜高校がより発展するよ
うに改善策を練り、取り組んでいくこ
とに期待する。

２
本校の一員として
の自覚を持たせる
取組を改善する。

①

②

生徒指導の意義を理解
させるために、生徒一
人一人の個性を大切に
しながら、教員全員で
同じ指導に当たる。
生徒会や各種生徒委員
会を中心として、学校
行事を企画・運営さ
せ、自主自律の精神を
育成する。

①

 

②

①

②
Ｂ

・コロナ禍であったが、生徒会等が中
心となっている様子や生徒が活躍して
いる様子がよく分かった。
・達成状況を定量的に測ることができ
るよう、学校への苦情や意見の件数を
評価指標とすることも考えられるので
はないか。
・学校生活アンケートの各項目の集計
結果を踏まえ、学校として当該結果を
どのように受け止め、今後どうすべき
かと考えているかを示してほしい。

３

生徒が目標を高く
持ち、進路希望を
実現させる指導を
より一層行う。

①

②

生徒の進路意識醸成の
ため、個に応じた的確
な情報提供と継続的な
支援を行う｡
セミナーのより体系的
な実施や模擬試験、各
種検査の活用により、
生徒の受験に向けた学
力と意欲を向上させ
る。

①

②

①

② Ａ

・教職員の指導の下、生徒たちは自分の進
路希望を実現していることが分かった。先
生方の御努力と学校全体での取組がすばら
しいと思う。
・進路実現については、最新の情報を入手
することが大切である。文科省や各大学等
の情報を得ることが不可欠である。
・進学については進路指導部を中心に、特
定の方式に寄り過ぎないように、教職員
が、総合型選抜や一般受験などの受験方法
の選択について理解を深めるのが良いので
はないか。
・南稜高校の生徒・保護者の進路指導への
満足度を高める取組が必要である。

４

学校の強みや特色
ある教育活動をき
め細かく情報発信
する。

①

②

③

担当者を明確にし、
ホームページを迅速か
つ正確に更新する。
保護者、中学生の視点
からホームページを改
良する。
あらゆる教育活動をと
おして鮮度の高い情報
を発信する。

①

②

③

①

②

③

Ｂ

・ＨＰの発信については、その回数や
発信先を評価指標とすると、達成状況
が分かりやすくなる。
・中学生や地域は、ＨＰの内容に期待
していると思うので、更新回数だけで
なく更新内容を工夫してほしい。
・学校行事に対しては、地域や保護者
とともに活動していけるとよいと思
う。

○ホームページの更新頻度を
さらに増やし、本校の教育活
動について、幅広く発信す
る。

担任がじっくりと生徒・保護者
に向かい合い、ニーズを把握し
た。進路指導部中心に最新で有
用な進路情報を提供することが
できた。

進路意識が高まったと感じた生
徒は70.3％で、進路指導への満
足度は、86.1％だった。

　３年間のキャリア教育計画
に基づき、進路実現へ向かう
意識付けを行っている。その
教育効果を持続させ、第1志望
の進路を実現させる。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

生徒指導部中心に、全教職員が協力
体制の下、同じ基準で指導を行って
いる。

生徒会が中心となり文化祭等の学校
行事を企画・運営した。ワールドカ
フェ方式による学校評価懇話会等も
各種生徒委員会の代表生徒とともに
意見交換を活発に行い、活躍した。
コロナ禍の影響があったが、生徒が
自己の役割を理解し活動した。

全教職員で、同じ基準で身だしなみ指
導と携帯電話指導を行う。

生徒会や各種生徒委員会が中心とな
り、文化祭等の学校行事を企画・運
営、活性化させる。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

ＩＣＴ環境の活用方法を教職員間で共
通理解し、有効活用する。
１年生全員購入のクロームブックを有
効に活用できる教員８０％
生徒・保護者の授業に対する満足度が
８０％以上（前年度８４％、６８％）
観点別評価規準や学習評価計画を作成
し、評価段階の基準を教職員全体で共
通理解して実践を行う。

○教職員はＩＣＴ環境を最大限に
活用し分かりやす授業に取り組ん
でいる。オンライン授業も行わ
れ、90％以上の教職員がタブレッ
ト端末を活用している。活用方法
の研修会を企画・運営し、より一
層指導力向上を目指す。

○来年度、観点別評価は２年目と
なるので２年生においても適切に
運用する。

○自転車乗車マナーを始めとする
登下校時の生徒のマナーについて
は、本校の一員としての自覚を持
たせる取組を行う等、自らを律す
る心を育成する指導方法を工夫す
る。
○教育相談的手法を浸透させ、生
徒の心に寄り添う指導体制の構築
を完遂する。
○コロナ禍にもよるが、生徒の活
躍の場を増やし、自律の精神を育
成する。

○進路指導部と学年団、教科
が協力し、生徒の進路希望を
実現することができた。生徒
が目標を高く持つことができ
るように指導方針を確認し、
入学当初からの支援に取り組
む。

令 和 ４ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進
路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立と、豊かな学びを実現する教育課程の改善
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育の充実と、生徒一人一人の希望する進路の実現
 ４　家庭・地域との幅広いネットワークづくりと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　　４　名
　　　　　生徒　　　　　２７　名
　　　　　事務局(教職員)１１　名

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和 ５ 年 ２ 月 ７ 日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

学年、分掌、部活動等から継続的に情
報発信する。

閲覧数を増加させる。

学校の教育内容が保護者や地域、中学
生に正しく伝わったか。

ホームページでは、学校行事の
様子や部活動の生徒の活躍をＵ
Ｐすることができた。
閲覧回数は、学校説明会の紹介
もあり、増加した。

地域の中学校に出向いて、学校
説明を行った。

　ホームページは随時更新し
て学校の魅力を発信してい
る。
　保護者や地域、卒業生、中
学生の期待と信頼に応えるた
め、鮮度の高い情報を積極的
に発信する。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

大部分の教職員が、配付されたタブ
レット端末を活用するなどして分か
りやすい授業を展開している。
１年生全購入のクロームブックを有
効活用した教員はほぼ全員である。
授業に対する満足度は、生徒が
80.6％、保護者が68.7％であった。
学校生活全般に満足している生徒は
89.7％、保護者は85.4％だった。
観点別評価については、総合的な探
究の時間・特別活動の規準等を整え
た。評価規準については全教科が統
一された様式で作成している。

　自主的に隙間時間を活用し
て学習する等、学習習慣が確
立している生徒の割合が増加
している反面、日常的な学習
への取組が不十分な生徒もい
る。
　新学習指導要領への円滑な
対応を組織的に行う教職員の
協力体制を強化し、生徒の豊
かな学びを実現する。

　コロナ禍ではあるが、学校
行事や部活動への参加をとお
して生徒一人一人が、自己の
役割を理解し個々のステージ
で活躍している。
　本校生徒としての自覚を持
たせ自らを律する心を育成す
る。

三者面談をとおして保護者のニーズを
把握し、引き続き最新で有用な進路情
報を提供する。

生徒の進路意識を高める（前年度６
３．８％）。
進路指導に対する生徒の満足度９０％
以上。（前年度８１．９％）


